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TOPICS 
■従業員の「資格確認書」が会社宛に届いた場合の対

応 

 

◆「資格確認書」とは 

 令和６年 12月２日以降、従来の健康保険証が新た

に発行されなくなり、マイナ保険証を基本とする仕組

みに移行しています。 

 しかしながら、令和７年５月のマイナ保険証を利用

した人の割合は 43.1％（推計値）と半数に届かず、マ

イナ保険証の利用登録解除を申請する人もいる（６月

の受付件数は 12,263 件）ため、マイナ保険証を保有

していない人（マイナカードの電子証明書の有効期限

切れの人も含む）すべてに、従来の健康保険証の有効

期限内に「資格確認書」が申請によらず無償で交付さ

れます。 

 この資格確認書は、マイナ保険証を使わずに医療機

関等で保険診療を受けるために必要となる書面です。 

 

◆送付対象者の自宅へ送付 

 協会けんぽでは、令和７年７月下旬より順次、令和

７年 12 月２日以降にマイナ保険証にて保険診療が受

けられない人の資格確認書を、被保険者の自宅へと送

付しています。 

また、送付対象者がいる事業所に対して、送付対象

者が掲載された一覧表を送付しています。 

 

◆対象者宅に届かなかった場合は会社宛に送付 

 協会けんぽの発送した資格確認書が、被保険者の転

居等により宛先不明となって届かない場合もあるこ

とから、その場合は会社宛に送付するとされており、

届いた場合は速やかに本人に配付してほしいとされ

ています。 

なお、これらの対応は令和７年４月 30日時点の情

報に基づき行われているため、既に退職等により資格

喪失している人について、一覧表に掲載されていたり

資格確認書が届いたりする可能性があります。 

 
【厚生労働省「中医協資料；医療ＤＸ推進体制整備加算等の要件見直しについ

て」】 

https://www.mhlw.go.jp/content/10808000/001521280.pdf 

【厚生労働省「マイナンバーカードの健康保険証利用について」】 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_08277.html 

【全国健康保険協会「お知らせ（令和７年８月）】 

https://www.kyoukaikenpo.or.jp/g1/r7-8/7080501/ 【宮城県の最低賃金１０月４日から改定】 
＝＝ 時給 1,038 円 ＝＝ 

宮城県の最低賃金について、現在の時給９７３円
から６５円引き上げられ、１０月４日より「時間額
１,０３８円」となります。当然ながら、過去最大の
上げ幅です。 

時給者はもちろんですが、月給者の時間単価につ
いても最低賃金割れがないか、ご確認お願いします。 

ご不明な点がございましたら、お問合せください。 
https://jsite.mhlw.go.jp/miyagi-roudoukyoku/content/contents/00
2369949.pdf 

         

             

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■精神障害の労災認定が過去最多、カスハラ原因は
倍増～厚生労働省「令和６年度の過労死等の労災補
償状況」より 

厚生労働省は、令和７年６月 25 日、令和６年度

の「過労死等の労災補償状況」の取りまとめを公表

しました。 

令和６年度の過労死や仕事のストレスによる精

神障害などを理由とした労災補償の請求件数は

4,810 件で、前年度から 212 件増え、過去最多とな

りました。実際に過労死等の労災認定された件数

も、前年度より 196 件多い 1,304 件と過去最多とな

っています。 

 

◆精神障害による労災認定件数は６年連続で過去

最多 

 仕事上の強いストレスが原因でうつ病などの精

神障害となり、労災認定された人は 1,055 人で、前

年度に比べて 172 人増えました。このうち、自殺や

自殺未遂は 88人で、９人増加しています。精神障

害による労災と認定された人は６年連続で過去最

多となり、初めて 1,000 人を超えました。 

 

◆原因別の最多はパワハラ。カスハラはセクハラを

上回り倍増 

原因別では、「上司等から、身体的攻撃、精神的

攻撃等のパワーハラスメントを受けた」が 224 件で

最多、次いで「仕事内容・仕事量の大きな変化を生

じさせる出来事があった」が 119 件、「顧客や取引

先、施設利用者等から著しい迷惑行為を受けた」（カ

スタマーハラスメント）が 108 件でした。カスハラ

は、令和５年度から新たに原因項目に追加され、７

か月分で 52 件でしたが、通年の今回はセクハラの

105 件を上回り、原因別で３番目の多さとなりまし

た。 

カスハラは、昨今、大きな社会問題となっていま

す。2025 年６月に、改正労働施策総合推進法が成

立し、企業にカスハラの防止対策が義務付けられま

した。この義務に違反した事業主は、報告徴求命令、

助言、指導、勧告または公表の対象となります。労

働者が１人でもいれば、事業主に該当すると考えら

れますので、まだ取り組み始めていない企業は、施

行日までにカスハラ対策をすることが必要です。 
【厚生労働省「令和６年度「過労死等の労災補償状況」を公表します」】 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_59039.html 


